
 第 2 回目の内容 

前回（第一回目）は現地見学を行い参加していただいた皆様から広場に対する様々な意見・要望をいただきまし

た。第二回目となる今回は、前回と同じく班ごとに分かれていただき、まず班の中で話し合い、広場でやりたいこ

とを出していただきました。各班からでた意見を大成先生がグルーピングしまとめました。次に、出た意見を参考

に広場のこの場所でこんな事がやりたいという「やりたいことと」と「場所」をセットにしたやりたいことマップ

を班ごと作成し発表を行いました。 
最後に大成先生より全体の意見の傾向などを総括していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

「各班の作業風景」 

ワークショップの流れ 
 

松戸市主催による地域住民・学識者・大学生の参加によるワークショップが始まりました。

第 2 回が 11 月 19 日に開催されました。 

参加団体等：上矢切第一町会、上矢切第二町会、中矢切町会、矢切地区子ども会連絡協議会、上矢切第三町会子ども会、

下矢切第一町会子ども会、下矢切第三町会子ども会、矢切土地改良区、NPO 法人やきり倶楽部、聖徳大

学、松戸市 (順不同) 

「第 2 回ワークショップ」を開催しました！ 
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第 1 部 グループワーク やりたいことを決めよう 
  

坂川親水広場の

課題整理 
(10月15日終了) 
 

みんなで創る計画づくり 
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ゾーニング 
利用の項目出し 
(今回) 

施設配置図 
広場名・サブタイトル

(予定) 

広場名称 
サブタイトル 
(予定) 

素案作成 

完成！ 

第 3 回ワークショップは 1 月 14 日（火）AM9：30 から総合福祉会館で行います。 

やりたいことを決めよう ｢やりたいこと｣ﾏｯﾌﾟづくり 

・班で話し合い、広場でやり

たいことを 5 つ程度出し合い

ました。それらを先生に見て

いただき、まとめました。 

・班ごとに広場で一番やりたい

ことを決めていただき、それを

実現するにはどうしたら良いか

や何が必要か、どこでやりたい

かなどを考え、ゾーニングを行

いました。 

発表・まとめ 

・各班の代表者に発表

していただき、最後に

先生に総括をいただき

ました。 

・受付後、各班の席に着

いていただき前回のワー

クショップのおさらいと

市からの広場で困ったこ

とやお願いの説明を聞き

ました。 

受付・説明 

→それぞれの班の中で話し合いを行いこの広場でやりたいことを 5 つ程度出していただきました。各班から出た意見を大

成先生にまとめていただき解説いただきました。 

A 班 B 班 

C 班 D 班 

「先生のまとめ」 

第 2 部 グループワーク ｢やりたいこと｣マップづくり 
  「作業風景」 

班ごとに広場の「何処で」・「どんなことが」やりたいのかを話し合い「やりたいこと」マップを作成していただき、それ

とあわせて使い方のイメージイラストを作成しました。素敵なイラストを描いてくださった方、本当にありがとうござい

ました。 
→ 裏面へ 



   

 各班の｢やりたいこと｣マップと発表内容 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

広場のテーマ：「子供も大人も健康広場」 
・富士山とスカイツリー両方が見える敷地の南端部に高台(展望台)を

もってくる。 
・水が親水広場で最も大事なものという事で中央に水で遊べる場所を

つくり、更に広場の両脇に休憩スペースを配置する。 
・水の広場の中央には大きなシンボルツリーを配置する。 
・道を挟んだ北側の空間はタイヤや丸太等で簡単な遊具を置いて体を

動かせる場所とする。 
 
 

広場のテーマ：「素足で遊べる広場」 
・素足で遊べる場所として水と芝生は欠かせないという事から広場の

二大要素として水の広場と芝生の広場を配置した。 
・水の広場の面積を広く確保するために場所は敷地の南側に配置し、

それを包み込むような感じで芝の広場を配置し一体的に遊べるよう

な場所とした。 
・敷地北側の空間は多目的スペースと彩を持たせるための花壇を設置

することとした。 
・全体的には照明の設置が必要。 

広場のテーマ：「あそびができる広場」 
・遊具は一つの安全な範囲の中で遊ばせたいという事から道を挟んだ

北側の空間に配置することにした。 
・中心部分は広場のシンボルにもなり、親水というキーワードもある

ことから水遊びができる空間を配置した。 
・ボール遊びは最もスペースを確保しやすい敷地の南端部で行うこと

とした。 
・水とボールの異なる遊び場の緩衝空間としてイベント広場を配置

し、平時も人々に利用してもらえるように健康遊具設置する。 
 

広場のテーマ：「自然の中で水遊びができる広場」 
・水遊び、眺望、ボール遊びという 3 つのキーワードを広場に盛り込

んだ。 
・水遊びについては自然の中でというコンセプトから渓流をイメージ

し、流れの方向を坂川と合わせるために計画地の中央部分を高くし

た。また、高くした中央部分については眺望の場とした。 
・道を挟んだ北側の空間はボール遊びのできる場所として、バスケッ

トゴールを設置した。 
 
 

B 班 

H25 年 12 月発行 

まとめ：水や遊具で遊ぶ、外周をマラソンする。これらはどれも体

を動かすことにつながるので、体を動かして健康になると

いう事をテーマにした広場を考えた。 

まとめ：子供たちが素足で遊びまわりたくなるような状況をつくり

だすために、水と芝の空間を大規模に展開した。 
まとめ：遊びという事に特化し水やボール、遊具、イベントなど様々

なあそびができる場所を広場内に配置した。 
まとめ：渓流のような自然の中で水遊びがしたいという事から緩や

かに蛇行する水路とエコトーンとなるような石積や植栽空

間を両側に配置した。 
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道を挟んで大きな広場と小さな広場の 
二つのエリアに分けて利用。 

広場(大) 
広場(小) 

「広場(大)で出た意見」 
・水遊び場(舗装+噴水の広場、渓流 etc) 
・眺望スペース(築山、築山+台 etc) 
・ボール遊び広場 
・芝生広場 
・イベント広場(広場+健康器具 etc) 
・休憩スペース 
・シンボルツリー 

「広場(小)で出た意見」 
・遊具広場 
・ボール遊び広場 
・自由な利用の多目的広場 
・花壇 
・健康器具 

「公園全体として必要な施設」 
・サイン 
・照明 
・ベンチ 

第
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「
意
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の
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＜広場全体に関するキーワード＞ 
「健康」、「景観・自然調和」、「四季を感じる」 

 
＜ゾーニングに関するキーワード＞ 

「水」、「高い場所」、「広い場所」 
 

＜施設に関するキーワード＞ 
「流れ」、「噴水」、「遊具」、「健康器具」 

「眺望台」、「築山」、「ベンチ」、「テーブル」、「花壇」 
「照明」、「サイン」 

 
＜大成先生のまとめ＞ 

・「健康」は面白いキーワードだと思いました。体を動かす健康、ゆっくりし

た時間を過ごす事での心の健康、子供たちが様々な遊びを通して健やかに成長

していくという意味での健康、そういったものがどの案にも含まれている気が

しました。また、初回から出ていた自然や四季を感じるというのも健康につな

がると思います。その他に、「水遊び」も 4 案共通して出ています。 
「水」、「広い場所」、「高い所」その中に遊具や花壇があるというのが全体的な

傾向だと思います。 

問合せ先  松戸市建設部 河川清流課 
電 話：047-366-7359  メール：mckasenseiryu@city.matsudo.chiba.jp 

A 班 D 班 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


